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着 衣 が 環 境 適 応 能 お よ び 戸 外 活 動 に

及 ぼ す 影 響 ＼　　　し　　　　　　　　　　　　■　　
■　　　■■

‥　　　　 大 阪・教’育 大 学

（共同研究者） 神　 戸　 大　 学

＼　　　 大 阪 教 育 大 学

YMC 　A松尾幼稚園

゛　　　 兵 庫 医 科 大 学

佐 々 木

幼児・児童の健康生活には多くの条件か満たさ

れなければならないが，環境適応能（体温調節機

能）の向上，作業能の増進やそれにつながると思

われる運動生活の習慣イ匕も重要な条件であると考

えられる．　　　　　　　　　　　　‥

従来の結果 から，機能的に未分化である幼児・

児童の体温調節機能を高める1 方法として，皮膚

を外界の温度変化によって直接刺激する手段が示

唆された1・2）． この方法を 日常生活で容易に実行

する手段として衣服か着目され，つまり着衣量を

減少させることの必要性が推定された．

しかし，最近の調査によれば，幼児・児童は一

般に厚着の傾向を示し，しかも厚着の子どもは家

庭生活での戸外遊び時間の短いことか認 め ら れ

た叭　これら厚着や戸外遊び時間の短縮は，体温

調節機能や作業能の低下につながりかねないこと

は容易に推定される．

したがって ，これらは，幼児・児童の現在およ

び将来の健康生活を願えば，憂慮すべき問題の1

つであることを指摘 す る と同時に，衣生活の改

善，とくに着衣量の減少が必要であることを示唆

していると考えられる．

本研究では，体温調節機能や作業能に対する薄

着生活の効果を把握するため，最近かなりみられ
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るようになづだ はだか幼稚園”児と一般幼稚園

児との比較が行われたレ また，一般幼稚園児の1

年間にわた名薄着生活による効果が追跡された．

（A ）“はだか幼稚園”児と一般幼稚園児の

比較　 ‥　 … ……… …

家庭生活での“はだか幼稚園？ 児の 着 衣 重 量

は，→般幼稚園児の家庭生活でのそれに比して少

ないことが認められた（図1 ’）／

このような傾向は，性・年齢にほとんど影響さ

れなかった√これらの結果には，日常この幼稚園で

の薄着保育の効果が反映しているものと考えられ

る．また，こめよう な薄着生活は，体温調節機能

の向上を示唆する結果が得られた（図2 ）．

すなわち，体温調節機能の低下も大なる誘因の

1 つと考え られている “かぜ” の罹患率が，“は

だか幼稚園”児では一般児に較べて低いことが認

められた．　　　 卜　 ／　．・．・　・・．　　・．・

一方，このような薄着生活の体温調節機能に及

ぼす影響について実験的に検討した結果からは，

現在のところ大きな効果は認められなかったが，

今後の効果を期待させ る成績が得られた．

図示しないが，暑熱刺激として環境温度を45 分

間で20 ゜C から40 °Cまで上昇さ せ た と き，発
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図2　 か ぜ の 罹 患 率

汗量や皮膚温には，両幼稚園児聞にほとんど差異

が認められなかった．また，寒冷刺激として環境
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温度を45分間で28 °Cから15 °Cまで低下させて

も，代謝量，皮膚温などの反応に，両 幼稚園閧に
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大差は認められ な か っ た．しかし，成人に対し

て，子どもの特徴である皮膚温の反応をみれば，

“はだか幼稚園”児では，過剰反応がやや沈静す

る傾向，すなわち，暑熱下では一般児に比して皮

膚温が低い傾向，逆に寒冷下では高い傾向がうか

がわれた．　　　　 二　　　　　　　　 し

また，“はだか幼稚園” 児では， 直腸温の上昇

あるいは低下に対する感受性の閾値が低いかのよ

うな傾向も併せて認められた．　‥

これらの結果は，薄着生活が体温調節機能の向

上に寄与するものであることを強く 示唆 し て い
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る．それと同時に，与えられた負荷刺激の強度を

考慮しなければならないが，1 年程度の薄着生活

では，そのトレー三ング効果が小さいことをも推

定させる．　 十　　 ，十

いずれにしても，“かぜ” の罹患率の低下とと

もにy これらの結果は，薄着生活か体温調節機能

を着実に改善しつつあることを示唆していると考

えることができる．　▽　　　　　　　∇

家庭生活での 戸外遊び時間をみると，“はだか

幼稚園”児は一般園児より長いことが認められた

（図3 ）．
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この差異は，薄着生活を開始してから，わずか

1 年程度であることを考えると，顕著であろうと

考えられるへ　‥　・つっ　　　ト　　　　　 ニ

これらの結果から，“はだか幼稚園”兒では，

薄着生活によって体温調節機能か向上 し つつ あ

り・，その結果√暑さ寒さをいとわず戸外に出るこ

とができ，遊び時間も長くなるという因果関係が

うかがわれる．しかも，戸外に出ることで，卜さら
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に体温調節機能を高める可能性を期待できるなど

の連鎖も十分考えられる．　　　卜

このような薄着生活による戸外遊 び時 間の延長

は，やがて・運動生活の習慣イ匕につながると考え ら

れる√ 実際に，“はだか幼稚園” 児の運動生活習

慣の形成は，運動能力の向上をもたらしているこ

とか認められた．すなわち，測定項目 は 少 な い

が；　いずれの項目において も，“はだか幼稚園7
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兒が一般園児を上回ることが認められた（図4 ）．

これらの結果から，幼児の場合でも，日常の戸

外遊びの習慣は運動能力を向上させることが認め

られた．この運動能力の向上は，作業能の増進に

つながるだけに，きわめて注目される，1また，こ

れら運動能力の向上は，体温調節機能の増進とと

もに，現在の 子 ど も が，将来年齢段階 が進んで

も，運動生活を習慣イ匕することにつながる大きな
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要因となることは容易に推察できる．

（B ） 薄着生活による効果の追跡

この実験I・お よ び 調査は・，前述の“はだか幼稚

し園”児の結果が，彼らの先天的な要因によるもの

／ではなく，薄着生活の効果によるもめであること

・ を確かめるために行った．したがって，家庭生活

＝でも幼稚園でも，きわめで不活発であった年少児
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が対 象 とさ れた ．このよ うな子ど もの場 合 で も，　　 活 ，と くに着 衣量 の減少 が，現 在お よび将 来 の子

一年 間 にわた って 薄着生活 をす る
こよ う 努 力

す れレ　 …`…ど もの健 康生 活 にjき〕わめ 七重要 な因 子 であ ること

ぱ，家庭 生活で の戸 外遊び 時 間 は單長 す るぐとが
し　　 ，

を示 唆して い ると考えち，れる ．そし て ，薄 着 す る

認 め られた （図5 ）． … … …　 ……＝
，‥‥　 ‥ ‥　　

→ 体温 調節機 能を 高め る 一一う よ く遊 ぶ → 運動

彼 らは，も ぢろんノ幼稚 園でも 戸 外で鑷 ぶ頽 度が… ………有18力を羂 畍，る1の，過 程に は 元生 理学 的 拓 も何 か 因果

高 くなり ，そ れと同時 に ，運動能 力 も，対照 児 の　　 関係 が考え ら れ，そ れにつ いて の検 討 を継 続 して

結果 か らみた発 育に よる自然 的な 増進以 上 に大 き　　　 い る・　　j
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